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EDX-007 を用いたVHDL実習

目的

INTTにおけるFPGAの構造や制御方法を学ぶ。

今回の課題

・ISE Simulatorの活用

・スイッチとブザーの連動

・4つのLEDを独立表示する、スイッチ入力式カウンターの作成



ISE Simulatorの活用

・CLKのタイミングを確認すること
　ができた。

・RESETの初期設定を変更した。



スイッチ入力式カウンター

•ボタン入力を検知してカウントし、１６進数(1～F)で出力

•チャッタリング除去

２ E



スイッチとブザーの連動

各スイッチを押すと、それぞれ
異なる音が鳴るプログラム



結果

スイッチとブザーの連動

4つのスイッチで異なるブザー音を出すプログラムを作成した。

スイッチ入力式カウンター

チャッタリング除去を行い、LED1つでは作成出来たが、4つ点灯させ
るコードは作成中。



今後の予定

・INTTテストベンチのキャリブレーションテスト。

・VHDL実習

・11/8-9に理研の山口さんと、テストベンチのセットアップと

　宇宙線データの収集に関連した作業を行う。



追記：キャリブレーションテスト

鈴木先輩のご指導の下、INTTのキャリブ
レーションテストの方法と、データ収集ま
での流れを確認した。



追記：シンチレーションカウンタ動作確認

シンチレーションカウンタ

オシロスコープで、波形を出力
し、正常に動作していることが確
認できた。


